
　

安
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
取
り
組
む
「
一
斉
あ
い
さ
つ
運

動
」
が
４
月
７
日
に
行
わ
れ
、
協

議
会
の
役
員
９
人
が
旭
町
小
学
校

の
西
門
前
と
旭
町
中
学
校
の
正
門

前
で
、
登
校
す
る
児
童
・
生
徒
に

声
を
か
け
ま
し
た
。

「
カ
タ
バ
ミ
の
秘
密
」

　

カ
タ
バ
ミ
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ

る
草
で
す
。
主
根
は
細
長
く
地
中

に
伸
び
、
地
面
に
は
び
こ
り
、
果

実
は
円
柱
形
で
、
熟
す
と
種
子
を

は
じ
き
飛
ば
す
生
命
力
が
旺
盛
な

植
物
で
す
。
葉
の
先
端
が
欠
け
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら

カ
タ
バ
ミ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

　

茎
や
葉
は
シ
ュ
ウ
酸
を
含
み
、

な
め
る
と
酸
味
を
感
じ
ま
す
。
茎

や
葉
を
手
で
も
み
、
艶
を
失
っ
た

10
円
硬
貨
を
磨
く
と
、
元
の
輝
き

が
甦
り
ま
す
。
薬
効
も
あ
り
、
生

の
葉
は
虫
刺
さ
れ
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
お
試
し

く
だ
さ
い
。
理
科
に
興
味
が
湧
く

よ
い
実
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

花
を
楽
し
む
園
芸
種
、
オ
キ
ザ

リ
ス
（
ハ
ナ
カ
タ
バ
ミ
）
は
カ
タ

バ
ミ
の
仲
間
で
す
。

オキザリス（ハナカタバミ）
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安
心
と
安
全
見
守
る

一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
実
施

井
戸
端
の
集
い
と
や
す
は
ら
百
景

井
戸
端
の
集
い
と
や
す
は
ら
百
景

飯
山
の
原
風
景
堪
能

飯
山
の
原
風
景
堪
能

　

安
原
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
「
井
戸
端
の
集
い
」
と
デ
ジ

カ
メ
ク
ラ
ブ
の
「
や
す
は
ら
百
景
」

が
４
月
20
日
、「
い
い
や
ま
寺
め

ぐ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
飯
山
市

内
の
５
つ
の
寺
を
参
加
者
32
人
が

１
時
間
余
り
か
け
て
歩
い
て
回
り

ま
し
た
。

　

寺
町
と
呼
ば
れ
る
飯
山
市
内
の

寺
に
は
七
福
神
の
名
前
が
付
け
て

あ
り
ま
す
。
１
番
目
の
明
昌
寺
は

「
寿
老
人
」、
２
番
目
の
忠
恩
寺
は

「
布
袋
尊
」、
そ
し
て
５
番
目
の
大

聖
寺
は
毘
沙
門
天
と
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
70
歳
代
の
男
性
は

「
３
番
目
の
大
黒
天
（
常
福
寺
）

と
４
番
目
の
弁
財
天
（
本
光
寺
）

は
ぜ
ひ
来
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
し

た
。
健
康
と
財
運
を
祈
願
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
寺
や

風
景
を
写
真
に
収
め
な
が
ら
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し
み
ま
し

た
。

　

午
後
は
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館

で
、
人
形
表
現
に
よ
る
雪
国
飯
山

の
原
風
景
に
触
れ
ま
し
た
。
人
形

館
を
訪
れ
た
の
は
今
回
で
３
回
目

と
い
う
人
は
「
来
る
た
び
に
子
ど

も
の
こ
ろ
の
情
景
が
よ
み
が
え
り

胸
が
熱
く
な
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
気
楽
に

集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
、
語
り
合

え
る
集
ま
り
の
「
井
戸
端
の
集
い
」

と
デ
ジ
カ
メ
で
気
軽
に
写
真
を
楽

し
む
「
や
す
は
ら
百
景
」
は
、
毎

年
こ
の
時
期
に
現
場
研
修
を
し
て

い
ま
す
。
各
地
の
寺
や
城
跡
、
旧

街
道
な
ど
を
巡
り
、
歴
史
を
学
習

し
た
り
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た
り
し

て
室
内
学
習
の
材
料
に
し
て
い
ま

す
。

　

役
員
た
ち
は
「
安
原
」
と
染
め

抜
い
た
ピ
ン
ク
の
小
旗
を
手
に
通

学
時
間
帯
の
約
30
分
、
通
用
門
一

帯
に
立
ち
ま
し
た
。「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
声
に
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
元
気
な
声
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
大
人
た
ち
よ
り
先

に
声
を
か
け
る
児
童
・
生
徒
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

旭
町
小
西
門
は
、
車
両
の
往
来

が
激
し
い
国
道
１
４
３
号
に
面
し

て
い
ま
す
。
車
の
制
限
速
度
を
時

速
30
㌔
以
下
に
規
制
す
る
「
ゾ
ー

ン
30
」
の
区
域
外
か
ら
登
下
校
す

る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。

横
断
歩
道
の
脇
に
立
っ
た
関
係
者

は
「
車
に
気
を
つ
け
て
ね
」「
信

号
を
き
ち
ん
と
見
て
渡
る
ん
だ

よ
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
い
ま
し

た
。

　

運
動
は
３
年
前
に
始
ま
っ
た
学

校
応
援
団
活
動
の
一
環
で
、
あ
い

さ
つ
の
輪
を
広
げ
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
の
安
心
と
安
全
を
見
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
入

学
式
や
始
業
式
の
翌
日
な
ど
年
４

回
実
施
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

た
ち
か
ら
声
を
か
け
て
く
る
例
が

多
く
な
り
ま
し
た
」
と
、
役
員
た

ち
は
運
動
の
定
着
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

あいさつを交わしながら登校する旭町小の児童たち



体
育
委
員

　
　

◎
築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　

○
丸
山　

善
広　
（
安
原
町
）

　
　
　

小
澤　
　

驍　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
村　

道
子　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

三
浦　

弘
子　
（
両
下
町
）

　
　

◎
草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

　
　

○
高
橋　

芳
子　
（
元
原
町
）

　
　

○
廣
瀬　

知
子　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

降
矢　

美
枝　
（
元
原
町
）

　
　
　

吉
川　

明
子　
（
元
原
町
）

　
　
　

浅
川
公
美
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

小
林　

伸
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

小
林　

昌
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

丸
山
美
佐
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

太
田
真
由
美　
（
旭　

町
）

　
　
　

百
瀬　

好
子　
（
両
下
町
）

主
任
児
童
委
員

　
　
　

飯
沼　

友
子　
（
萩　

町
）

　
　

◎
…
委
員
長
○
…
副
委
員
長

　
　

◎
小
山　

俊
樹　
（
東
ノ
丁
）

　
　

○
伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

辻
本　

和
久　
（
新　

町
）

　
　
　

吉
澤　
　

孝　
（
袋　

町
）

　
　
　

保
科　

守
宏　
（
安
原
町
）

　
　
　

堀
江　
　

睦　
（
天
白
町
）

　
　
　

湯
本　

智
章　
（
中
ノ
町
）

　
　
　

西
澤　

道
繁　
（
両
下
町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

太
田　

敦
友　
（
旭　

町
）

　
　
　

中
原　

国
友　
（
中
原
町
）

　
　
　

◎
…
会
長
○
…
副
会
長

　

今
回
初
め
て
会
長
に
な
り
ま
し

た
保
科
と
い
い
ま
す
。

　

抱
負
は
、
歴
代
の
会
長
と
同
様

安
心
、
安
全
の
町
づ
く
り
を
行
い

ま
す
が
、
計
画
さ
れ
て
い
る
行
事

や
催
し
物
を
行
う
に
当
た
り
、
よ

り
楽
し
く
、
し
か
も
快
適
の
二
つ

を
味
付
け
し
て
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

趣
味
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
特
に
蝶
収
集
を
60
年
以
上
行

い
標
本
箱
が
自
宅
に
1
2
0
箱
以

上
あ
り
ま
す
。

　

地
元
町
会
で
は
、
広
報
の
発
行

を
し
て
い
ま
す
。
読
者
が
こ
の
広

報
を
じ
っ
く
り
読
み
、
そ
の
内
容

が
幅
広
く
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
細
心
に
し
て
大
胆
」
が
私
の

座
右
の
銘
で
す
。

　

大
町
警
察
署
か
ら
転
勤
し
ま
し

た
松
川
村
出
身
の
須
﨑
と
申
し
ま

す
。

　

生
活
の
安
全
関
係
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
犯

罪
や
交
通
事
故
を
減
ら
し
て
安
全

で
安
心
の
町
づ
く
り
を
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
は

未
来
の
宝
で
す
の
で
、
地
域
と
協

力
し
て
し
っ
か
り
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

県
代
表
と
し
て
全
国
柔
道
大
会

等
各
種
大
会
に
出
場
し
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　
「
日
々
是
好
日
」
を
座
右
の
銘

と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
妻
と
義
母
の
３
人
暮
ら

し
で
す
。

　

４
月
か
ら
安
原
地
区
公
民
館
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
、
茂
住

耀
子
と
申
し
ま
す
。

　

新
卒
で
採
用
さ
れ
、
３
年
間
市

民
課
で
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
が
初
め
て
の
異
動
に
な
り
ま

す
。

　

公
民
館
に
配
属
さ
れ
て
真
っ
先

に
感
じ
た
こ
と
は
、
地
域
の
住
民

の
方
々
と
の
距
離
の
近
さ
で
す
。

　

安
原
地
区
の
皆
さ
ま
が
公
民
館

に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
り
、
温
か

い
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
の
が

と
て
も
う
れ
し
く
て
、
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
何
も
分
か
ら
な
い
状

況
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
お
力
を
借

り
な
が
ら
、
少
し
で
も
安
原
地
区

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
１
年
間
、
精
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

保科　守宏 会長町会
連合会

須﨑　潤 所長北部交番

茂住　耀子公民館主事

運
営
委
員

　
　

◎
小
山　

俊
樹　
（
東
ノ
丁
）

　
　

○
飯
田　

洋
三　
（
袋　

町
）

　
　
　

金
井　

俊
二　
（
両
下
町
）

　
　
　

辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

大
和　
　

靖　
（
新　

町
）

　
　
　

澤
柳　

清
一　
（
天
白
町
）

　
　
　

築
野　

雅
則　
（
旭　

町
）

　
　
　

草
深　

邦
子　
（
新　

町
）

文
化
委
員

　
　

◎
澤
柳　

清
一　
（
天
白
町
）

　
　

○
中
野　

孝
之　
（
萩　

町
）

　
　
　

小
松　

清
人　
（
中
原
町
）

　
　
　

大
和　
　

靖　
（
新　

町
）

　
　
　

赤
羽　

洋
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

飯
田　

洋
三　
（
袋　

町
）

　
　
　

小
澤　
　

驍　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
原　

佳
代　
（
中
原
町
）

館
報
編
集
委
員

　
　

◎
大
和　
　

靖　
（
新　

町
）

　
　

○
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　
　

鳥
羽　

啓
路　
（
東
ノ
丁
）

　
　
　

伊
藤　

芳
郎　
（
元
原
町
）

　
　
　

山
本　

綾
子　
（
中
原
町
）

　
　
　

山
岸　

賢
三　
（
元
原
町
）

　
　
　

村
山　

昌
夫　
（
新　

町
）

　
　
　

清
水　

淳
美　
（
中
原
町
）

図
書
委
員

　
　

◎
辻　

眞
美
子　
（
萩　

町
）

　
　

○
荒
井　

嘉
一　
（
袋　

町
）

　
　
　

石
田　

千
鶴　
（
中
原
町
）

　
　
　

西
澤
真
利
子　
（
安
原
町
）

　
　
　

中
島
真
由
美　
（
天
白
町
）

平
成
29
年
度
安
原
地
区
公
民
館
委
員

平
成
29
年
度
安
原
地
区
民
生
・
児
童
委
員

平
成
29
年
度
安
原
地
区
町
内
公
民
館
長

初
め
ま
し
て
～
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
～
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